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工
会
で
の
窓
口
調
査
を
行
っ

た
。
今
後
市
と
商
工
会
が
企

業
訪
問
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

こ
の
調
査
結
果
を
見
な
が
ら

対
策
本
部
の
必
要
性
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
経
済
対
策
と

し
て
は
、
府
の
融
資
制
度
に

対
し
て
保
証
料
補
給
や
利
子

補
給
金
な
ど
の
金
融
対
策
を

講
じ
て
い
る
。
ま
た
、
来
年

１
月
か
ら
新
し
い
融
資
制
度

に
伴
い
、
利
子
補
給
す
る
期

間
の
延
長
を
検
討
し
て
い
る
。

　

❸
都
市
計
画
決
定
な
ど
七

分
野
に
及
ぶ
権
限
移
譲
が
府

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。
対
応

は
。

　

総
務
部
長　

マ
ン
パ
ワ
ー

と
財
源
が
課
題
、
体
制
の
整

備
を
進
め
る
。

　

❶
学
校
給
食
法
に
基
づ
い

て
、
安
全
で
豊
か
な
学
校
給

食
を
。
学
校
給
食
は
、
教
育

の
一
環
で
あ
り
、
献
立
の
作

成
か
ら
食
事
に
至
る
す
べ
て

が
食
教
育
で
あ
る
。
給
食
調

理
業
務
を
民
間
業
者
に
委
託

す
る
こ
と
は
、
調
理
業
務
を

民
間
の
営
利
活
動
に
委
ね
る

こ
と
で
あ
り
、
民
間
業
者
に

教
育
的
配
慮
を
期
待
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
市
は
、
平

成
８
年
か
ら
12
年
間
、
正
規

の
職
員
を
１
人
も
採
用
せ
ず
、

人
件
費
を
２
億
円
も
減
ら
し

て
き
た
。
20
年
度
で
は
正
規

職
員
が
１
人
も
い
な
い
学
校

が
で
き
て
い
る
。
い
ま
、
や

る
べ
き
は
、
正
規
職
員
の
採

用
で
あ
り
、
給
食
室
の
ド
ラ

イ
化
や
老
朽
化
を
改
善
し
、

オ
ー
ブ
ン
の
設
置
、
食
器
の

改
善
こ
そ
す
べ
き
で
あ
る
。

　

教
育
長　

22
年
度
か
ら
３

年
間
で
６
校
に
つ
い
て
、
調

理
業
務
の
委
託
を
実
施
す
る
。

施
設
・
設
備
等
改
善
に
つ
い

て
、
委
託
校
か
ら
ド
ラ
イ
化

や
食
器
の
改
善
を
図
り
た
い
。

　

❷
高
齢
者
の
住
宅
改
修
は

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め

に
大
事
な
施
策
で
あ
る
。
今

ま
で
、
市
独
自
に
20
万
円
を

限
度
に
住
宅
改
修
へ
の
助
成

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
昨
年

度
、
行
政
改
革
の
も
と
で
、

介
護
保
険
と
の
併
用
を
や
め
、

補
助
金
額
も
半
分
の
10
万
円

に
減
額
さ
れ
た
。
ト
イ
レ
改

修
や
玄
関
の
段
差
解
消
の
費

用
は
、
20
万
円
を
超
え
る
。

介
護
保
険
と
併
用
で
き
る
よ

う
に
改
善
す
べ
き
。

　

保
健
福
祉
部
長  

介
護
保

険
の
住
宅
改
修
の
利
用
額
は
、

平
均
12
万
円
程
度
で
保
険
の

範
囲
内
。
併
用
は
無
理
。

　

❸
大
住
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
の
児
童
館
の
改
善
を
。
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
利
用
す

る
児
童
館
は
、
働
く
子
育
て

中
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、

ほ
と
ん
ど
利
用
で
き
な
い
。

誰
も
が
利
用
で
き
る
よ
う
日

曜
日
の
開
館
を
。
ま
た
、
子

ど
も
の
日
を
開
館
し
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
と
し
て
事
業

す
べ
き
。
ま
た
、
福
祉
バ
ス

の
運
行
経
路
、
利
用
改
善
を
。

　

保
健
福
祉
部
長　

児
童
館

の
休
館
日
を
弾
力
的
に
運
用

で
き
る
よ
う
条
例
改
正
を
行

っ
た
。
子
ど
も
の
日
に
つ
い

て
は
、
検
討
し
た
い
。

て
通
行
で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
求
め
る
。

  

建
設
部
長　

山
手
幹
線
竜

王
谷
橋
交
差
点
歩
道
が
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
応
に
な
っ
て
い

な
い
た
め
、
早
急
に
改
修
す

べ
く
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

　

❷
踏
査
事
業
の
効
果
と
成

果
は
。
桃
園
小
学
校
区
の
幼

児
が
通
う
、
大
住
幼
稚
園
通

園
路
に
対
し
、
車
両
通
行
禁

止
の
緩
和
を
。

　

教
育
部
長　

徒
歩
通
園
が

原
則
で
あ
る
。
車
で
送
迎
の

場
合
は
宝
生
苑
と
公
共
施
設

の
駐
車
場
を
利
用
。
旧
村
の

方
々
に
北
進
制
限
（
一
方
通

行
）
一
部
解
除
を
求
め
て
い

る
。

　

❸
大
住
工
業
専
用
地
域
拡

大
事
業
は
新
名
神
高
速
道
路

の
進
捗
と
平
行
し
て
進
め
る

こ
と
が
大
原
則
と
考
え
る
。

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

準
備
会
及
び
地
権
者
へ
の
関

わ
り
は
。

　

市
長　

早
期
に
準
備
組
織

を
つ
く
る
こ
と
が
先
決
で
あ

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
職
員
が
合
意
形
成
を
図
る

べ
く
地
権
者
宅
を
個
別
訪
問

し
、
協
力
と
理
解
を
求
め
呼

び
掛
け
を
行
い
、
市
と
し
て

も
物
心
両
面
か
ら
最
大
限
の

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

❹
第
三
次
総
合
計
画
に
あ

る
池
ノ
端
丸
山
線
に
つ
い
て
、

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
を
図
る
と
あ
る
。
多
方

面
か
ら
も
強
い
要
望
の
あ
る

池
ノ
端
丸
山
線
を
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
の
か
。

　

建
設
部
長　

都
市
計
画
道

路
池
ノ
端
丸
山
線
は
計
画
決

定
か
ら
30
年
が
経
過
し
て
い

る
道
路
で
あ
る
。
本
市
の
道

路
交
通
の
状
況
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
社
会
情
勢
の

変
化
し
た
現
在
、
北
部
地
域

に
お
い
て
交
通
量
の
予
測
を

立
て
、
道
路
建
設
計
画
を
策

定
し
た
く
考
え
て
い
る
。
な

お
、
京
都
府
で
は
、
交
通
量

の
調
査
（
２
月
頃
予
定)

を

実
施
し
、
池
ノ
端
丸
山
線
を

含
め
、
北
部
地
域
の
道
路
網

の
あ
る
べ
き
姿
を
総
合
的
に

協
議
し
、
事
業
実
施
に
向
け

検
討
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

❶
２
０
０
９
年
度
予
算

は
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、

地
域
産
業
活
性
化
に
つ
な
が

る
編
成
を
求
め
る
。

　

市
長　

代
表
的
な
農
産
物

で
あ
る
玉
露
な
ど
農
業
の
振

興
、
同
志
社
と
の
連
携
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
、
本
市
の
立

地
条
件
を
生
か
し
た
起
業
立

地
の
促
進
な
ど
、
京
田
辺
ら

し
さ
を
活
用
し
た
施
策
「
京

田
辺
市
ら
し
さ
創
造
予
算
」

に
つ
い
て
は
、
今
後
具
体
化

を
進
め
る
。
ま
た
、
役
所
の

視
点
か
ら
市
民
の
視
点
へ
と

発
想
の
転
換
を
は
か
り
、
現

場
を
見
、
市
民
の
声
に
耳
を

傾
け
、
仕
事
に
生
か
す
か
が

職
員
に
与
え
ら
れ
た
使
命
だ

と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
前

例
踏
襲
を
は
じ
め
と
す
る
役

所
か
ら
の
発
想
で
は
な
く
、

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
発
想
、

地
域
や
生
活
者
の
視
点
に
重

点
を
置
く
中
で
、
何
が
求
め

ら
れ
て
い
る
か
を
し
っ
か
り

見
極
め
た
予
算
を
考
え
る
。

　

❷
農
業
の
振
興
、
地
元
中

小
企
業
応
援
で
経
済
の
活
性

に
努
め
よ
。
ま
た
緊
急
不
況

対
策
本
部
の
設
置
、
実
態
調

査
を
行
う
べ
き
だ
が
。

　

経
済
環
境
部
長　

農
業
の

実
態
調
査
は
、
10
月
末
以
降

も
引
き
続
き
、
Ｊ
Ａ
、
生
産

農
家
を
通
じ
て
調
査
し
て
い

る
。
燃
油
、
資
材
、
肥
料
な

ど
の
高
騰
対
策
と
し
て
、
直

接
補
て
ん
は
困
難
で
あ
る
が
、

生
産
物
に
対
し
て
価
格
保
障

的
な
施
策
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
が
、
農
業
離

れ
、
遊
休
荒
廃
農
地
の
解
消

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

地
元
企
業
に
つ
い
て
も
、
商

　

❶
安
全
・
安
心
に
対
す
る

市
の
姿
勢
は
。
桃
園
小
学
校

通
学
路
の
竜
王
谷
橋
交
差
点

を
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子

ど
も
及
び
乳
母
車
が
安
心
し

工場等の施設が建ち並ぶ市北部　　　　　
　　　　　　　　　大住工業専用地域

大住竜王谷橋付近の風景

【
11
月
】

 

４
日 

決
算
特
別
委
員
会
（
５
、７
日
）

 

10
日 

総
務
常
任
委
員
会
管
外
研
修
（
〜
11
日
）

 

11
日 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
管
外
研
修
（
〜
12
日
） 

 
 

島
根
県
浜
田
市
議
会
視
察
来
庁

 

12
日 

埼
玉
県
川
口
市
議
会
視
察
来
庁      

 
 

京
都
府
木
津
川
市
議
会
視
察
来
庁

 

17
日 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

 

18
日 

建
設
経
済
常
任
委
員
協
議
会

 

19
日 

議
会
運
営
委
員
会
管
外
研
修
（
〜
20
日
）

 

25
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

26
日 

総
務
常
任
委
員
協
議
会

 

28
日 

議
会
運
営
委
員
会

 
 

幹
事
会

【
12
月
】

 

２
日 

第
４
回
定
例
会
〈
議
案
上
程
〉

 
 

文
教
福
祉
常
任
委
員
協
議
会

 

８
日 

第
４
回
定
例
会
〈
一
般
質
問
〉

 

９
日 

第
４
回
定
例
会
〈
一
般
質
問
〉

 

10
日 

第
４
回
定
例
会
〈
一
般
質
問
〉

 

12
日 

総
務
常
任
委
員
会
・
協
議
会

 

15
日 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

 

16
日 

建
設
経
済
常
任
委
員
会
・
協
議
会

 

18
日 

議
会
運
営
委
員
会

 
 

幹
事
会

 

22
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

25
日 

第
４
回
定
例
会
〈
議
案
採
決
〉

 
 

広
報
編
集
特
別
委
員
会

【
１
月
】

 

13
日 

広
報
編
集
特
別
委
員
会
（
16
、
23
、
30
日
）

 

21
日 

建
設
経
済
常
任
委
員
会

 
 

北
海
道
札
幌
市
議
会
視
察
来
庁

 

27
日 

近
畿
市
議
会
議
長
会

 

28
日 

文
教
福
祉
常
任
委
員
協
議
会

（
以
上
主
な
も
の
）　

議  

会  

日  

誌

議
員
（
共
産
党
）

水　

野　

恭　

子

給食を楽しく友達と　　　　　　　
　　食べるこどもたち（田辺小学校）

１３人の議員が一般質問

笑顔あふれるまちを目指して！
質問は１２月８日、９日、１０日の３日間で行われました。
（質問の順序は抽選で決められ、その順に各議員から提出され
た要約原稿のとおり掲載しています。）

議
員
（
共
産
党
）

井　

上　
　

薫

 

緊
急
不
況
対
策
を
実
施
せ
よ

 

融
資
制
度
を
拡
充
す
る

議
員
（
一
新
会
）

市　

田　
　

博

　 　   バリアフリー化を

 早急に改修取り組みを進める

竜王谷橋
交 差 点

 

学
校
給
食
の
民
営
化
を
や
め
よ

 

22
年
度
か
ら
調
理
業
務
を
委
託


